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JUSTICE のオープンアクセスへの取り組み 
 本日は東京大学の職員としてではなく、JUSTICE

の協力員の立場としてお話しさせていただきます。 

 まず、JUSTICE の OA に関する取り組みについて簡

単にご紹介いたします（図 1）。JUSTICE はこれまで、

主に購読条件に関する出版社との交渉に注力してきま

した。しかし、APC（article processing charge）による

ゴールド OA の進展を踏まえ、購読料と APC による

包括的な交渉が必要であると考え、2016 年に OA2020

への関心表明に署名するなど、主にゴールド OA に関

する活動を行っています。SPARC Japan セミナーの共

催も行っております。 

 2019 年 3 月には OA2020 ロードマップを公開し、

2019 年 8 月には「オープンアクセス出版モデル実現

に向けた交渉方針」を作って版元に送付しています。

また、JUSTICE は情報公開が足りないのではないか

という声もありましたので、2022 年にはこの交渉方

針を公開しています。それらに対応し、版元から OA

（図 1） 

JUSTICEのOAへの取り組み

 OA2020への関心表明(EoI)に署名（2016.8）

 OA2020対応検討チーム設置（2017.7）

 イベント・情報収集

 国際会議への参加（Berlin13，14，15）

 ワークショップ開催（2018.11）

 SPARC Japanセミナー共催（2018.11）

 データ収集、分析

 契約状況調査（購読料の把握）

 論文公表実態調査（APCの把握）

 OA2020ロードマップ（日本語版・英語版）公開（2019.3）

 オープンアクセス出版モデル実現に向けた交渉方針

 版元との合意
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大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）では、これまで購読条件に関する出版社との交渉に注力してきた。しかしなが

ら、APC 支払によるゴールド OA の進展を踏まえ、購読料と APCによる包括的な交渉が必要であるとの認識に至った。その認識

に基づき、2015 年度から日本の研究機関に所属する研究者の公表論文数、OA 率および APC 支払推定額の調査を実施してき

た。JUSTICE の OA への取り組みを説明しつつ、この調査の概要を紹介する。 
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に関する提案を頂き、幾つか合意に至っている状況で

す。 

 

OA2020 ロードマップ策定 
 2019 年公開の OA2020 ロードマップは、OA につい

て何か公式に意向を表明していかなければ物事が進ま

ないだろうという思いから策定したものです（図 2）。

その中で、JUSTICE の活動として、データの収集・

分析と、OA 出版モデル契約に向けた試行・展開の二

つを挙げています。データの収集・分析の項目の中で、

論文産出数や APC 支出のデータ収集、整理、分析を

進めるとしており、これに当たるのが論文公表実態調

査です（図 3）。 

 論文公表実態調査は、日本の APC 支出額を把握す

ることを目的に行っております。方法としては、Web 

of  Science のデータに JUSTICE が独自に集めたデータ

を付加して行います。本日は、その分析結果を幾つか

紹介します。 

 

上昇する APC 支払額（論文公表実態調査結

果より） 
 図 4 のグラフは、2021 年度調査のゴールド OA 論文

数と、APC の支出の推定額を示しています。ゴール

ド OA は、フル OA 誌に載っているフル OA とハイブ

リッド誌に載っているハイブリッド OA とがあります

が、転換契約に関係なく、それらの数が徐々に上がっ

ています。 

 そこから、APC の平均の支出額を計算しています

（図 5）。円価にすると為替の影響で上下が激しいの

ですが、ドル換算したものが点線の部分です。少し波

打っていますが、右肩上がりというほどではありませ

ん。APC は、タイトル単位で見ると値上がりしてい

（図 4） 
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APC 支払推定額の推移，および各年の内訳
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JUSTICEのOA2020ロードマップ

 データ収集・分析

交渉に必要となるのは，購読料，論文産出数，APC 支出等に関する正
確なデータである。引き続き，データの収集，整理，分析を進めると
ともに，論文産出数の推移，コスト，OA 進捗などについて，不断に
モニターできる体制を整える。

 OA 出版モデル契約に向けた試行
→OA 出版モデル契約に向けた展開

購読モデルから OA 出版モデルへの転換をめざして～JUSTICE の OA2020 ロードマップ～

https://contents.nii.ac.jp/sites/default/files/justice/2021-02/JUSTICE_OA2020roadmap-JP.pdf

（図 3） 

論文公表実態調査概要

 目的

 日本のAPC支払額の把握

 方法

 Web of Scienceのデータ＋JUSTICE独自データ

 ArticleおよびReviewを対象

 Reprint AuthorをAPC支払者と想定

 OA論文数、APC支払推定額などを集計

論文公表実態調査2021年度版

https://contents.nii.ac.jp/sites/default/files/justice/2022-08/2021_ronbunchosa_0_20220818rev.pdf
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るものが多いですが、ダイヤモンド OA は無料ですし、

新規参入してきた OA 出版社では安いことがあるので、

実際の支払額を見るとそれほどまでに上昇しているわ

けではないことが分かるかと思います。 

 新興の OA 出版社の一つに Multidisciplinary Digital 

Publishing Institute（MDPI）という OA 出版社があり、

ここからの論文出版数が年々増加しています。図 6 の

グラフは棒が論文出版数で、折れ線が APC の支払額

ですが、右肩上がりとなっています。大手出版社の

Elsevier 社と比べると、論文出版数では負けているも

のの、APC 支払額では上回っています。シュプリン

ガーブランドとネイチャーブランドの金額を合わせた

ぐらいの、10 億円を超える金額が MDPI に支払われ

ていることが推定されます（図 7）。大手出版社が優

位な状況は変わりませんが、APC に注目すると勢力

図は少しずつ変わっているのではないかと思われます。 

 JUSTICE 会員館での論文公表実態調査の活用につ

いて簡単に紹介します（図 8）。報告書のデータは現

在公開されていて、今紹介したような平均支払額の計

算なども簡単にできます。また、Clarivate 社の許可を

得て、個別データも提供しており、現在 70 大学ほど

が個別版を手に入れていると聞いています。明細リス

トでは論文タイトルや著者名は削除していますが、

Web of  Science の論文 ID が付いているので、Web of  

Science を契約していればどんな論文なのか確認でき

るようになっています。さらに、出版社ごとの集計や

ジャーナル別の集計も大学ごとに行っています。自分

の大学の状況が俯瞰でき、明細リストで自分の大学の

さまざまな分析が可能になるのではないかと思います。 

 

論文公表実態調査の課題 
 論文公表実態調査の課題を幾つか考えてみました

（図 9）。この調査はあくまで推計を見ているため、

実際に支払っている金額ではありません。そのため、

どんな財源で払っているかは全く分からない状況です。

各大学で行っている調査では、財源まで把握できてい

るのではないかと思います。 

 また、推計ですので、より精度を上げることも課題

ですが、現在の調査では限界があるように思います。

文部科学省が 2021 年 5 月 18 日から 6 月 18 日にかけ

て 800 大学を対象に実施した「APC 調査スタートア

ンケート」の結果によると、「APC の支払い状況を把

握しているまたは把握するよう準備をしている」と回
（図 6） 
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JUSTICE会員館での活用

 報告書データの公開

 個別データを提供

 明細リスト（論文タイトルや著者名は削除、アクセッション番号
あり）

 出版社別の集計

 ジャーナル別の集計
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答した大学が 118 もありました。論文公表実態調査の

結果から見ると、日本の論文出版数上位 100 機関だけ

で APC 全体の約 70％をカバーしており、100 以上の

論文を出している約 150 機関で APC 全体の約 80％を

カバーできると推計されています。把握している大学

の結果に JUSTICE の推計をうまく合わせれば、大き

な追加投資なしで、財源まで踏み込んだより精度の高

い推計ができるのではないかと考えています。 

 

国際的な APC 把握の動き 
 最後におまけですが、国際的には OpenAPC という

活動があり、登録しているさまざまな国の機関が実際

にどのぐらい APC を払ったか、データセットを公開

しています（図 10）。ただ、残念なことに日本を含む

東アジアでは登録がない状況です。 

 これに登録するには、機関名、支払い年、価格、

DOI、ジャーナルの種類という五つのカラムが必要で

す。DOI を登録するのは大学の調査ではなかなか難

しいかもしれませんが、それほど多くの項目を登録す

る必要はないので、もし APC を把握している大学が

登録を検討すると、APC の価格を明確にするための

世界的な動きに貢献できるのではないかと思います。 

（図 10） 

おまけ：OpenAPC

 大学や研究機関がオープンアクセスジャーナル論文に支払う
料金に関するデータセットを公開

OpenAPC

https://openapc.net/

There are no contributing institutions from Eastern Asia yet.

Is your institution paying article processing charges for gold open access 

publishing? Join the OpenAPC Initiative, and help building an open data set 

on publishing fees!

（図 9） 

論文公表実態調査の課題

 JUSTICEの調査はあくまで推計

 大学での調査は財源も把握可能

 精度の向上

 APCスタートアップアンケート

 APCを把握している、把握する準備をしている：118大学

 APCを把握していない：490大学

（把握していない理由：把握する必要性を感じていない 40%以上）

 把握している大学の結果＋JUSTICE推計（把握していない大学）
＝より精度の高い推計？

APC調査スタートアンケートについて（情報委員会（第21回）令和３年10月26日資料）

https://www.mext.go.jp/content/20211028-mxt_jyohoka01-000018641_06.pdf


